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一体的協働プロジェクトチーム( J V )

実施方針 02　組織設計×県内設計×市内設計による一体的協働体制

実施方針 03　対話を重視した業務推進による相互理解と意見集約の工夫

【はるか開聞岳を臨む新庁舎の佇まいのイメージ】

実施方針 01　親しまれ、スリムな行政組織を体現する庁舎整備

【一体的協働体制表】

【マイルストーン管理表】

【BIM活用のイメージ】 【気流解析シミュレーション】

南薩地域の中心地にふさわしいまちづくり拠点を目指します

対話により要望をくみ取る設計手法
・担当部署や職員の方々、地域住民との対話で要望をくみ取り、
計画案に反映するプロセスを重ねる対話型の設計を行います。
提案先行型設計による確実な業務推進
・設計着手時にマイルストーン管理表を作成し、「いつ」「だれが」
「なにを」決定する必要があるかを関係者全員で共有します。こ
れにより意見・要望を確実に計画に反映するとともに、設計の
停滞や手戻りを回避し、密度の高い設計成果を実現します。
様々なツールの活用によるスムーズな合意形成
・打ち合わせでは、イメージパースや模型、BIM、
VR技術などの視覚的に分かりやすいツールを活
用し、迅速なイメージ共有を行うことにより、早
期の合意形成や品質向上に努めます。
・室内の気流や温熱環境においては、具体的なシミュ
レーションを基に開口位置や寸法を決定します。

組織設計：防災・環境技術・木材活用の実績
庁舎や防災施設、大規模木造公共施設の豊富な実
績を活かし、高品質な計画を実現します。
県内設計・市内設計：周辺での公共設計実績
地元に事務所を置くメリットを活かし、実態調査
やアンケートなどきめ細やかな意見収集、地域の
素材や技術の掘り起こしを行います。

・組織設計事務所は ZEB 実証事業への補助金申請に必要な「ZEB プランナー」の資格を有しており、補助
金申請を含めた ZEB 実現への一連のプロセスについて検討し、確実な認証取得を実現します。

環境計画室の参画
・環境配慮技術の選定、計画、その効果検証や評価
を専門に行う「環境計画室」が参画し、実効性のある技術提案を行います。

・豊富な庁舎設計実績やまちづくり経験をもつ組織
設計事務所と地域に精通する県内・市内設計事務
所との相乗効果により、この地ならではの庁舎を
目指します。

ポイント①：敷地全体を活かす【基本方針１】
恵まれた敷地をフル活用し、フェーズフリーのグランドデザイン
ポイント②：低層 2階建てコンパクト庁舎【基本方針２・３】
市民・職員の使いやすさの徹底
ポイント③：風土に溶け込む象徴性【基本方針４・５】
すべての人が納得できる「心地よさ」「親しみやすさ」の体現
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ポイント①

敷地全体を活かす
【基本方針１】

恵まれた敷地をフル活用した
フェーズフリーのグランドデザイン

ポイント③

風土に溶け込む象徴性
【基本方針４・５】

すべての人が納得できる
「心地よさ」「親しみやすさ」の体現

ポイント②

低層２階建てコンパクト庁舎
【基本方針２・３】

市民・職員の使いやすさの徹底








